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１．操作法の要点  営農計画策定支援システムBFMは稲作経営、野菜作経営、畑作経営等の労働力、経営農地、栽培技術、農産物価格等に関するデータを元にして、農業所得の最大化を実現する各作物の作付面積を求めるプログラムです。この章では、BFMのインストール、営農条件と経営指標等のデータ入力、営農計画案の作成などの操作手順を説明します。  １）インストール BFMの プ ロ グ ラ ム は 、イ ン タ ー ネ ッ ト で 、次 の Webペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド でき ま す 。  http://39you.net/xlp/bfm.html ダ ウ ン ロ ー ド し た フ ァ イ ル "bfm_200.exe"を 任 意 の フ ォ ル ダ ー に 保 存 し ます 。 こ こ で は 、 デ ス ク ト ッ プ に 保 存 す る と し ま す 。 こ の フ ァ イ ル に BFM関 連 のフ ァ イ ル が 一 括 し て 収 納 さ れ て い ま す 。 こ の フ ァ イ ル を ダ ブ ル ク リ ッ ク す ると 、フ ォ ル ダ ー "BFM_200"が 作 成 さ れ 、そ の 中 に BFM関 連 の 全 フ ァ イ ル が 復 元 され ま す 。 こ れ で 、 BFMが イ ン ス ト ー ル さ れ ま し た 。    ２）起動 デスクトップからフォルダーBFM_200へ移動します。ファイルBFM.xla(注 1)をダブルクリックすると、Excelが起動し、続いてBFMが起動して起動メニューが表示されます(図１)。以下、営農計画に採用する作目に関する経営指標データの登録、農業経営を運営する条件・環境に関するデータの入力、営農計画案の作成へと進みます。それらは、起動メニューや図２に表示されているメニューを選んで実行します。  (注1)パソコンの設定によっては、拡張子".xla"が表示されていないことがあります。             図１ 起動メニュー ３）BFMのメニューの表示位置 図2には、ほぼ同じ内容のBFMのメニューが３つ、表示されています。 
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①リボンのタブ「アドイン」に左端に「メニューコマンド」欄があり、[BFM]メニューが設置されています。 ②その右に、「ユーザー設定のツールバー」欄があり、[経営指標]、[営農条件]、[営農計画案の作成]、[ヘルプ]の[BFM]サブメニューが設置されています。 ③画面の中央には、ワークシートのセルを右クリックすると表示される｢右クリックメニュー｣(コンテキストメニュー)の上方に[BFM]メニューが設置されています。 ①と③の[BFM]メニューをクリックすると、②の[BFM]サブメニューが表れます。 以上の、いずれかの[BFM]メニュー、または起動メニューからメニューを選びます。                  図２ メニューの表示箇所  ４）経営指標の登録と編集 まず、営農計画に採用する作目に関する経営指標データを入力します。これには、経営耕地10a当たりの収量、販売単価、費目別経営費用、時期別作業労働時間等のデータが必要となります。 [BFM]サブメニューの[経営指標]-[新規登録]をクリックすると、指標編集シートが表示されます(図３)。このシートで、１つの作目に関する全てのデータを入力します。画面のリボンのタブ ｢アドイン ｣には指標編集メニューが表示されます。[追加 ]、[前の指標]、[次の指標]、[コピー]、[削除]、[閉じる]などです。これらのメニューを利用して、経営指標データを作成したり、修正したり、追加したりします。 全ての作目のデータ入力がすんだら、メニュー[閉じる]をクリックします。すると、図４の経営指標シートが表示されます。１行に１つの作目の全データが表示されています。 
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               図３ 指標編集シート  
図４ 経営指標シート なお、手元に経営指標のデータがない場合や、単に営農計画案の作成を試したい場合には、[BFM]サブメニュー[経営指標]-[開く ]でBFMが提供しているデータを利用できます。  ５）営農条件の入力 続いて、営農条件・環境に関するデータを入力します。起動メニューなら4つ目のボタンをクリックします。すると、営農条件シートが表示されます(図５)。営農計画を策定する農業経営で想定される経営耕地、労働力、借地利用、雇用利用、借地料、１日の労働時間、雇用賃金等について入力します。 営農条件シートへの入力が終わると、営農計画案の作成へ進みます。 
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               図５ 営農条件シート  ６）営農計画案の作成 以上で、営農計画案を作成する準備が整いました。経営指標シートの経営指標が記述されている行の左端(A列)にチェックボックスがあります。このボックスにチェックを入れると、チェックされた行の作目が営農計画案に採用されることになります。ここでは、６つの全ての作目にチェックを入れます。メニュー[営農計画案の作成]をクリックすると、営農計画案シートが作成され、営農計画案の表と図が表示されます(図６、図７)。 

図６ 営農計画案シート（画面の上方） 図６では、田4haに水稲(2ha)、小麦 (2ha)を作付けし、畑1haに大豆 (0.3ha)、メロン(0.7ha)が作付されて、390万円の農業所得が得られるという営農計画案が示されています。上４行のB列からG列は「メモ欄」として、営農計画案に関するコメントを記入する
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ことができます。 図７では、上の図で作目別の作付面積と比例利益が示され、下の図では折線グラフで家族労働等の常時従事者の制約時間が示され、棒グラフで旬別作目別労働時間が示されています。 

図 ７  営 農 計 画 案 シ ー ト（画 面 の半ば）   ７）営農条件を変更した営農計画案 図６は３人の家族労働力で自作地を経営する場合の最適計画案ですが、労力不足から経営耕地が余り農業所得は390万円にすぎません。経営資源を増やすと所得増加がどの程度あるかを検討してみます。図７の労働時間のグラフから２つの時期で労働が使い切られているのが読み取れますが、労力不足を解決するために、雇用を導入する改善策を検討してみます。営農条件シート(図５)で｢雇用利用」を「する」に、「雇用上限」を「20」にして、１旬に最大20人日の臨時雇用が可能と設定します。メニュー[営農計画案の作成]をクリックして営農計画案を計算すると、結果が営農計画案シート(図８)に表示されます。この計画案では、臨時労働力を追加投入して経営耕地を有効利用する結果となり、労働集約的なメロンが田でも作付けされるほど大幅に増加します。農業所得は、390万円から290万円増の683万円になります。 一方、高齢化で農作業が困難になった農家が耕地の利用・管理を依頼するケースが増えていますが、そのような依頼に応えるとしたらどうなるかを、借地を利用した営農計画案で検討してみます。雇用の利用の場合と同様に、営農条件シートで「借地利用」を「する」に、「田」の「借地上限」を「2」にして、「畑」の「借地上限」を「1」にして、田2haと畑1haまで借地可能と設定します。これで、メニュー[最適計画]-[最適計画
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案の計算]を選択して、営農計画案を求めます(図９)。この営農計画案では、雇用を利用する営農計画案(図８)に比べて、より多くの経営耕地(借地)が利用できるので、土地利用型の水稲と小麦が増加して、メロンは微減します。農業所得の増加は、雇用を導入した営農計画案から、さらに120万円増の809万円になります。現状の経営では、借地よりも雇用の導入が経営成果に及ぼす影響が大きいといえます。 なお、営農計画案シートはメニュー[営農計画案の作成]を実行すると上書きされますから、作成した営農計画案を残しておきたい場合は、画面のセル[A2]のボタン「シート複写」をクリックします。 

図 ８  営 農 計 画 案 (雇用 の導入 ) 

図 ９  営 農 計 画 案 (雇用 と借地 の導入 )  ８）営農計画案の試算 以上のように、現状の営農条件を前提とした営農計画案、経営耕地や労働力の条件が変化したときの営農計画案を容易に作成できます。また、図６～９の営農計画案の黄色
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のセルを修正して、作付面積、収量、販売価格等を変更した営農計画案を試算することができます。この場合も、営農計画案シートをコピーしてから試算を始めれば、試算前の営農計画案を残しておくことができます。  ９）入力データと計算結果の保存 営農条件や経営指標のデータや、計算した営農計画案シートは、一括してExcelのファイルメニューで保存することができます。また、営農条件と経営指標のデータは、それぞれ個別に保存できます。メニュー[経営指標]と[営農条件]にはサブメニュー[上書き保存]と[名前を付けて保存]のメニューがありますので、前に保存したデータを更新したり、修正したデータを新しいファイルに保存したりできます。  10）保存データの利用 営農条件や経営指標のデータや、計算した営農計画案シートを一括して保存したデータはExcelのメニューを利用して読み込むことができます。また、営農条件と経営指標を個別に保存したファイルは、メ ニ ュ ー [経営指標]と[営農条件]のサブメニュー[開く]を使って読み込むことができます。 
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２．メニューの詳細  第１章では、BFMを使って、現状の経営条件を前提とした営農計画案、経営耕地や労働力の条件が変化したときの営農計画案を作成する手順を説明しました。BFMを活用して、新しい栽培方法や新しい作物を導入した場合を想定して、経営指標を登録・修正し最適計画案の計算や試算計画を実行することによって、新技術や新規作物の導入による経営成果を算出して、それらの経済性を評価することができます。 この章では、第１章で説明したメニューを含め、BFMの全メニューについて説明します。メニューは画面の色々な個所に表示されます(図２)。Excel(2007)でメニューの表示体系が一変しましたが、このマニュアルでは主にExcel(2010)の表示体系に即して述べます。なお、Excel(2003)までの表示体系については、付録にあります。  （１）メニュー表示の種類 ①起動メニュー：BFMがインストールされているフォルダーのファイル"BFM.xla"をダブルクリックすると、Excelの起動に続いてBFMが起動して、画面の中心にBFMの起動メニューが表示されます。ここには、BFMを初めて使う方へのメッセージとメニューが並んでいます。以下、起動メニュー起動メニュー起動メニュー起動メニューといいます。 ②リボン[アドイン]の[メニューコマンド]欄の[BFM]メニュー：BFMが起動すると、リボン[アドイン]の[メニューコマンド]欄にメニュー[BFM]が設置されます。以下、リボリボリボリボンのメニューンのメニューンのメニューンのメニュー[BFM][BFM][BFM][BFM]といいます ③リボン[アドイン]の[ツールバー]欄の[BFM]メニュー：BFMが起動すると、リボン[アドイン]の[ユーザー設定のツールバー]欄にメニュー[BFM]のサブメニューである[経営指標]、[営農条件]等が表示されます。以下、リボンのリボンのリボンのリボンの[BFM][BFM][BFM][BFM]サブメニューサブメニューサブメニューサブメニューといいます。 ④右クリックメニュー(コンテキストメニュー)：BFMが起動し、１つ以上のワークブックが開かれているときに、ワークシート上でマウスを右クリックすると、ショートカットメニューが表示されますが、その先頭に[BFM]メニューが設置されています。以下、右クリックメニュー右クリックメニュー右クリックメニュー右クリックメニュー[BFM][BFM][BFM][BFM]といいます。 なお、以 上 の ４ つ の [BFM]メ ニ ュ ー を特定 す る必要 が な い 場合は 、単に [BFM][BFM][BFM][BFM]メ ニューメニューメニューメニューと いいます。  ⑤ 指標指標指標指標 編集メニュー編集メニュー編集メニュー編集メニュー：リ ボ ン の「ユーザー 設 定 のツー ルバー 」欄 に 、経 営 指標 デ ー タ を 編 集 す る 指 標 編 集 シ ー ト の 画 面 に なった と き に 、指 標 編 集 メ ニ ュー [追加]、[前の指標]、[次の指標]、[コピー]、[削除]、[閉じる]などが 表 示 さ れま す 。   （２）起動メニュー 図１を参照してください。[メニューボタン]の横に説明があります。 なお、[初めてご利用の方はお読み下さい]をクリックすると、BFMの利用手順の概要が紹介されます。  
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（３）リボンの[BFM]メニューと右クリックメニュー[BFM] メニューバー及びショートカットメニューは、全シートで同じメニューが表示されます。これら２つのメニューのサブメニューは、８番目の[再計算]を除き共通しています。  ①[経営指標]は、次のサブメニューで構成されます。 -[新規ブック] 新たにワークブックが作成され、２行目に経営指標の項目が記述されたワークシートが作成されます。 -[新規シート] 作業中のワークブックに、２行目に経営指標の項目が記述されたワークシートが、新たに作成されます。ワークブックがない場合は、ワークブックを作成します。 -[新規登録] メニュー[新規シート]を実行して、さらに後述のメニュー[編集]を実行して、指標編集シートを開いて、経営指標の登録場面になります。 -[開く] 後述のメニュー[保存]で作成された経営指標ファイルを読み込みます。次の点にご注意ください。経営指標シートから実行する場合は、すでに経営指標シートに経営指標データがあると、それに追加されます。一方、経営指標シート以外のシートから実行する場合は、すでに経営指標シートに経営指標データがあると、それらが削除されてから、新規に読み込まれます。 -[編集] 経営指標シートのデータを追加したり、修正したり、削除したりするときに利用します。実行すると、指標編集シートの画面になります。経営指標シートがない場合は、メニュー[新規登録]と同じ機能です。 -[編集(選択作目のみ)] 営農計画モデルに使う経営指標には、そのA列にあるチェックボックスにチェックを入れますが、チェックされた経営指標だけを指標編集シートで編集したいときに、実行します。 -[上書き保存] 経営指標シートに記述されている経営指標を、拡張子がbfmのテキストファイルに保存します。 -[名前を付けて保存] 経営指標シートに記述されている経営指標を、拡張子がbfmのテキストファイルに保存します。 ②[営農条件]は、次のサブメニューで構成されます。 -[新規] 新たに、既定値が入力された営農条件シートが作成されます。 -[開く] メニュー[新規]が実行され、さらに後述のメニュー[保存]で保存された営農条件ファイルを読み込みます。 -[上書き保存] 営農条件シートに記入されているデータを、拡張子がbfcのテキストファイルに保存します。 -[名前を付けて保存] 営農条件シートに記入されているデータを、拡張子がbfcのテキストファイルに保存します。 -[臨時雇用の設定条件の変更] 営農条件シートの「労働日数・雇用日数」欄の「臨雇」欄の数値が意味する内容を「臨時雇用できる上限日数」あるいは「必ず臨時雇用する日数」へ交互に変更します。 ③[営農計画案の作成] このメニューは、営農条件シートに記述されている営農条件のもとで、経営指標シートでチェックされている作目を導入する営農計画モデルを
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線形計画法に基づいて作成し、営農計画案を計算します。計算結果は、詳細が営農計画案シートに記述されます。 ⑥[ヘルプ] このメニューで表示される内容は、[起動メニュー]-[ 初めてご利用の方はお読み下さい]と同じ内容で、BFMの利用手順の概要が表示されます。 ⑦[起動メニューの表示] このメニューは、リボンの[BFM]メニューにはありませんが、起動時に表示される[起動メニュー]を表示するメニューです。 ⑧ [再計算] このメニューは、線形計画モデルを作成したことがあるユーザーのための、メニューです。BFMが作成した営農計画モデルを任意の制約条件を追加して修正し、営農計画案を作成することができます。詳細は、付録「営 農 計 画 モ デ ル をユーザー自身で 修 正 し て 営 農 計 画 案 を 求 め る方法 」を参照してください。  （４）リ ボ ン の [BFM]サブ メ ニ ュ ー の内容 ①経営概況シート、経営指標シート及び営農条件シートが表示されている場合は、前項のリ ボ ン の [BFM]メ ニ ュ ー あるいは右クリックメニュー[BFM]とほぼ同様のサブメニューが表示されます。 ②指標編集シートでは、次の指標編集メニューが表示されます。 [追加] 新しい通し番号が付いた新しい指標を追加します。 [前の指標] 表示されている指標より１つ(前の)通し番号の小さい指標を表示します。 [次の指標] 表示されている指標より１つ通し番号の大きい(次の)指標を表示します。 [コピー] 表示されている指標をコピーして、その後ろに挿入します。 [作期前進] 表示されている指標の作業時期のデータを１旬前に移動します。 [作期遅延] 表示されている指標の作業時期のデータを１旬後ろへ移動します。 [閉じる] 指標編集シートを閉じて、経営指標シートへ移動します。 [確定] 表示されている指標のデータで経営指標シートに登録されているデータを更新します。 [削除] 表示されている指標を削除して、それ以降の指標の通し番号を前へずらします。 [縮小] 表示されている文字やセルなどを小さくします。 [拡大] 表示されている文字やセルなどを大きくします。 [ヘルプ] 以上の指標編集シートのサイドメニューに関する説明文を表示します。 [土地係数の表示/非表示] 土地係数を表示して、既定値の１を変更できます。自分の経営耕地を利用しない(土地係数が0の)農作業の受託等や、１以外の土地係数になる畜産関連の作目の経営指標を登録する場合に利用します。  （５）右クリックメニューで[BFM]以外のメニューの内容 ①[シートの移動] [BFM]メニューのすぐ下に表示されています。非表示のシートを含むシートの一覧が表示され、選んだシートへ移動します。  
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３．利用上の留意点  １）圃場利用期間(在圃期間)の指標 耕起から収穫・調製までの作物生産で圃場を利用している期間を記入します。指標としては、「圃場利用/始」欄と「圃場利用/終」欄に、月と旬を記入します(図15の指標編集シートのL列とM列の13～14行目)。月が記入されていない場合は、「圃場利用/始」は1月、「圃場利用/終」は12月とみなされます。また、旬が記入されていない場合には、「圃場利用/始」は上旬、「圃場利用/終」は下旬とみなされて、営農計画案が作成されます。圃場利用期間が全く記入されていないと、１月上旬から12月下旬まで圃場を利用するものとみなされ、二毛作などが不可能になるなどによって、適切に処理されないことがあります。  ２）米の生産調整に関わる指標 作物が作付される地目が｢田」の場合に記入する指標です。自分の経営耕地(自作地及び借地)に作付する主食用米の場合に、「主食用米」欄(図３の指標編集シートのL列12行目)を「該当する」とします。それ以外の場合は「該当しない」にします。例えば、水田に夏作物として大豆、冬作物として小麦を作付する場合、２作物の双方に転作助成金が交付されるわけではありませんが、大豆の経営指標でも小麦の経営指標でも、この欄を｢該当しない｣とします。このようにしないと、大豆や小麦等の転作作物が稲作とみなされてしまい、生産調整に適切に対応した営農計画案が作成されません。 また、受託で主食用米の作業を請け負っているときは、主食用米でも「該当しない」になりますので、ご注意ください。これは、転作率を計算する際に受託面積は除外されるからです。  ３）助成金等の経営指標の入力 前項で「主食用米」欄を「該当しない」とした作物で、実際に転作助成金(所得補償交付金)を申請する作物については、助成金の額を「その他収益」欄に記入します(図３の指標編集シートのC列13行目)。 転作助成金以外の助成金・交付金等に関しても、同様とします。  ４）営農条件シートの転作関連項目の修正 稲作の生産調整に協力して、助成金を受け取る場合には、営農条件シートも修正します。「米の生産調整」欄(図５のD列22行目)を「あり」にして、すぐ下の「転作率」欄に比率(%)を記入します。   ５ ） 営 農 計 画 モ デ ル を ユ ー ザ ー 自 身 で 修 正 し て 営 農 計 画 案 を 求 め る 方 法  こ の方法 は 、線形計 画 モ デ ル の 作 成 経験が あ るユーザー向けの 説 明 で す 。  右ク リ ッ ク メ ニ ュ ー の [BFM]メ ニ ュ ー の 下 に [シ ー ト の 移 動 ]メ ニ ュ ー が あり 、 ク リ ッ ク す る と 作 業 中 の Excelブ ッ ク の シ ー ト 一覧が 表 示 さ れ ま す 。 そ こ
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で 、「単体表 .$$$」ま た は「 モ デ ル .$$$」を 選び、表 示 さ れ る単体表 ま た は数式モ デ ル の末尾に制約式を追加し ま す 。た とえば、２番目 の 作 目 の 面 積 を １番目 の 作 目 の半分に す る な ら 、数式「 X2＝ 0.5X1」 を 入 力 し ま す 。 こ の制約式が追加さ れ た 営 農 計 画 案 の 作 成 は 、リ ボ ン の ア ド イ ン ま た は右ク リ ッ ク メ ニ ュ ーの [BFM]に 表 示 さ れ て い る [再計 算 ]を 選ぶと 実 行 さ れ ま す 。  
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４．付録  １）Excel(2003)までのメニューの表示位置 （１）メニューバー、サイドバー、右クリックメニュー 

図10 メニューの表示箇所 Excel(2007)以降で は BFMの メ ニ ュ ー は 、 次 の ３ つ の 位 置 に 表 示 さ れ ま す が 、 ①リボンのタブ「アドイン」の左端に「メニューコマンド」欄があり、[BFM]メニューが設置される。 ②その右に、「ユーザー設定のツールバー」欄があり、[経営指標]、[営農条件]、[営農計画案の作成]、[ヘルプ]の[BFM]サブメニューが設置される。 ③画面の中央には、ワークシートのセルを右クリックすると表示される｢右クリックメニュー｣の上方に[BFM]メニューが設置される。 Excel(2003)までは、メニューバー、サイドバー、右クリックメニューに表示されていました(図10の赤枠)。右クリックメニューによるメニューの選択操作については、Excelのバージョンによる違いはありません。 


